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aE瞳華麗'~I翻酒:WI!iIII開描温盟諸1麗酷人
間
附
は
.
だ
れ
で
も
入
問
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
人
様
ど
い
わ
れ
る
権
税
金

持
っ
て
い
ま
す
。
人
擦
に
つ
い
て
の
総

し
い
線
燃
と
粉
苧
町
立
場
ψ
蒋
え
た
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
毎
年
円
以
R
月

4

日
か
ら
問
日
ま
で
を

ω

人
権
週
間
間
ん
し
こ

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
役
弊
人
拙
理
主

潜
が
附
闘
堅
調
堵
A
E
で
綿
択
怒
れ
て
か
ら
柏

幽
崎
平
に
当
た
る
ね
ル
念
す
べ
き
年
で
寸
。

痛
で
は
、
人
権
選
嗣
聞
い
い
紘
ん
が
け
務
崎
間

会
や
暁
部
開
会
的
機
し
、
特
議
拘
相
談
所
の

附
開
設
争
行
い
ま
ナ
。
ニ
的
機
会
に
み
な

さ
ん
で
人
織
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

争
4
ず

q
'
u

吋
そ
の
火
、
そ
の
勝
、
す
ぐ
始
末
し
を
会
鍛
統
一
様
窪
に
代
将
紛
白
か
ら
M
M
河
タ
内
問
訟
で
の
A
1
週
間
、
款

の
火
災
予
防
灘
鈴
t
a
餓
鱒
。
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
だ
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
窓
で
凝
っ
て
い
ま

す
.
開
刊
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
畿
察
ロ
す
る
こ
と
で
大
半
の
火
災
ガ
随
げ
殺
す
。
ヵ
W
A
は
出
品
位
怠
い
L

の山問

機
え
と
ム
と
も
に
、
も
う
一
緩
火
気
の
叡
り
一
銭
い
指
令
チ
ェ
ッ
ク
し
℃
お
き
ま
し
ょ
う
。
処
羽
湾
防
常
時
総
評

融
構
麓
識
と
鰻
醐
轍

マ
間
同
時
日
月
缶
詰
(
金
}
午
後
2
静
か

ら
る
時
(
入
場
然
科
)

V
場
所
中
央
公
民
館
ホ

i
ル

V
内
戦
家
総
演
「
お
年
取
材
っ
と
人
権
」

千
畿
地
方
法
務
ω期
的
側
究
極
長
認
緋
同
党

雄
氏
*
映
繍
ベ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
し
慾
人
い

人擢盟関(12/品同...1喜}
で
、
次
の
ヰ
ヲ
hu
閤
問
。
ご
と
や
心
総
ご

と
が
あ
る
方
は
気
軽
に
ど
制
刊
附
附
く
だ
さ

ら

e
変
な
う
わ
荘
を
た
て
ら
れ
た
り
、

不
当
な
紋
別
を
受
け
た
な
ど
人
地
鳴
が

後
零
乱
用
闘
っ
て
い
る
カ

・
行
政
に
問
問
サ
る
僚
機
、
要
望
、
殺

務
総
制
制
叫
副
所
で
は
、
人
総
総
殺
の
ほ

か
行
政
相
相
談
も
あ
わ
せ
て
叫
甘
い
ま
す
の

札
帆
の
火
災
予
防
巡
鈴
で
は
、
次
的
4

つ
を
震
庁
、
同
開
織
に
し
て
い
ま
す
。

。
瀦
齢
者
、
身
体
不
自
臨
機
導
を
中
心

と
し
た
死
傷
妨
北
対
策
的
徹
底

昨
年
中
の
余
凶
闘
の
火
災
に
よ
る
制
山
容

の
な
か
で
、
蒋
齢
者
は
念
体
内
柑
・

1

%
に
的
ぽ
っ
て
い
ま
す
。
潟
臥
昨
血
告
や
乳

幼
児
、
身
体
不
総
崩
者
な
ど
滋
時
慨
が
悶
闘

難
な
方
が
い
る
家
庭
で
は
、
…
緩
め
火

災以
S
時
間
を
心
掛
け
渡
し
ょ
う
。

。
家
庭
友
ぴ
樽
織
に
お
け
る
齢
閉
山
〈
対
織

の
絵
滋

昨
年
の
・
火
災
妓
況
で
拙
、
全
思
の
総

出
火
件
数
の
な
か
で
俊
毛
先
災
件
数
が

詰
・
3
%
に
な
っ
て
い
ま
サ
。
品
協
議
火

見
な
ど
が
あ
る
方

罷
伺
制
約
は
抑
制
科
で
、
秘
出
荷
は
附
幽
〈
守

ら
れ
ま
す
。

va時
日
月
叩
刊
誌
(
金
)
午
前
即
時

か
ら
蕊
ギ
ま
で

四V
棚
輔
所
士
市
由
民
伺
相
州
側
蜘
撚

鵬
開
問
問
い
合
わ
せ
広
報
広
持
議

関本島警告
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災
の
防
止
に
は
、
安
絞
め
防
火
安
全
内

総
い
手
で
あ
る
議
総
合
中
心
に
史
的
安

全
な
使
用
方
法
や
拐
綴
消
火
剤
閥
倒
的
後

用
方
法
的
滋
得
が
必
獲
で
す
匂
ま
た
、

必
統
的
方
と
協
力
し
て
、
地
域
守
る
み

の
持
問
先
宏
九
材
体
一
級
を
つ
く
っ
て
お
〈
こ

と
も
大
物
で
す
司

。
商
品
民
実
骨
臨
時
飲
食
蕊
等
不
特
定

多
数
者
が
一
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物
で

の
仲
間
究
機
傘
磯
保

ぽ
骨
円
出
柏
、
旅
館
、
欽
食
滋
な
ど
不
拙
村

議
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
火
器
な
被
か
ら
潟
火
す
ら
火
災
が
総
検
し
て
い
ま

惑
が
お
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
火
災
ナ
仰
こ
れ
は
、
食
感
に
フ
ラ
イ
や
叉
ぷ

発
生
時
間
え
や
火
災
発
品
取
に
備
え
た
幾
絞
ら
な
ど
の
捻
げ
も
の
が
増
え
た
ニ
と
や

制
訓
練
、
綴
紛
燃
設
備
町
一
繕
持
縮
問
機
脅
し
主
総
的
鴻
北
対
す
る
知
総
本
経
な
と
が

て
お
〈
こ
と
が
必
援
で
す
e

級
制
闘
と
い
わ
れ
て
い
牢
T
O

品
四
紛
災
機
器
輸
噌
の
畿
汲
の
推
進
叫
掲
げ
も
内
在
し
て
い
る
と
き
な
ど
合

且
眠
滋
の
火
災
援
問
闘
は
多
機
化
し
て
い
所
で
火
あ
縫
っ
て
い
る
場
合
北
は
、
そ

ま
す
。

ζ
ヲ
し
た
状
汲
に
対
絡
す
る
た
め
総
合
段
れ
な
い
よ
7
に
し
ま
し
ょ
う
。

的
、
一
般
家
縫
?
も
消
火
器
、
宰
凡
機
台
所
か
ら
掛
照
れ
る
協
会
に
は
、
必
ず
火

れ
警
銀
総
‘
総
災
製
品
な
ど
の
議
議
闘
を
柑
惜
し
て
か
ら
仕
事
、
外
山
内
電
務
、

時
問
先
幽
開
削
習
を
備
え
て
お
お
ま
L
ょ
う
.
片
づ
け
な
ど
を
行
っ
て
く
万
き
い

c
f

ス
コ
ン
口
の
炎
を
小
さ
く
し
て
、
そ
の

麓
犠
つ
け
た
い
F

警

告

交

が

い

ま

す

が

、

武

器

i
l
l
l
j
i
l
l家
三

は

3

5

0

度

f
り
い
に
な
る
と
発
火
し

曾

既

の

(

ド

て

主

義

で

す

a

ま
た
、
ガ
ス
コ
ン
口
の
幽
判
糊
悶
や
そ
の

議
機
?
火
祭
の
使
燃
が
e
p
い
と
こ
ろ
上
綴
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
釜
か
な
い

は
省
所
。
最
}
培
、
治
一
間
的
ガ
ス
コ
ン
口
・
4
7仁
し
て
〈
だ
き
い
お

必
調
講
関
説
記
期
事
骨
髄
-
鞠

i
第
引
分
団

i

m
m
m
丹
時
日
務
引
日
分
間
山
〈
布
後

1γ
活
、
的
不
畿
地
携
行
も
可
杭
憾
で
、

ζ
れ
か
ら

級
品
耶
ぶ
)
に
新
朝
一
波
紛
ポ
ン
プ
自
動
車
内
消
火
活
動
や
災
得
時
に
大
き
な
カ
を

が

配

備

き

れ

ま

し

た

。

発

出

押

し

ま

す

。

こ
の
油
開
紛
ポ
ン
プ
白

約
棋
は
品
用
車
定
目
洲
町
，
b
旬

、
平
安
特
廷
は
、
ワ
ン
タ

ッ
チ
機
的
げ
で
議
火
用
水

め
潟
水
や
吸
水
が
で
器
、

機
先
や
級
出
官
、
そ
の
柏
崎

町
器
材
が
総
幾
化
き
れ

て
.
取
り
緩
い
が
簡
単

に
な
っ
た
ニ
と
e

ま
た
、

間
関
輪
駆
動
織
で
あ
る
た

入場券{然科}はF耐震綴談窓で

ロ
ロ
本
潟
学
会
は
、
烏
学
的
役
制
腐
と
偽

類
保
線
へ
の
常
術
的
議
献
を
銭
的
と
し

て
、
明
治
記
年
に
獄
後
し
た
日
本
唯
一

的
鳥
苧
に
開
附
す
る
学
金
で
す
。

こ
の
大
会
が
‘
高
一
市
で
附
附
織
さ
れ
ま

ナ
e

ζ
れ
は
、
手
錠
絞
め
・
木
賀
市
化
を

滋
め
て
い
る
前
が
恥
相
側
沼
と
白
崎
の
か
か

わ
り
か
ら
品
開
化
へ
の
選
手
繰
る
た
め
、

高
一
識
で
の
開
催
を
後
叙
し
て
い
た
も
の
。

大
会
で
は
、
事
裁
沼
町
汚
潟
に
間
関
渡

し
て
余
凶
闘
の
滋
混
と
鳥
に
つ
い
て
の
議

論
酬
や
研
究
発
表
.
「
拙
倒
的
為
銭
的
現
状

と
保
護
1
特
に
本
綴
汚
濁
に
隠
後
し
T

i
し
を
テ

t
?に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
す
e

ど
な
た
で
も
事
加
で
き
ま

す
の
で
お
気
緩
い
い
ご
来
場
く
だ
き
い
ω

官

v
回
同
時
れ
月
間
日
山
山
、
即
日
制

い
γ
れ
も
午
荊
9
時点凡品
n

V
場
所
中
市
即
時
品
前
線

マ
お
い
合
わ
廿
出
階
自
岬
恥
刑
務
銀
河
用

問
h

鉛

)
1
1
0
1

議
来
場
に
辻
、
入
場
券
が
必
要
で
す
@

主主A 米の地，

市
内
小
中
核
校
児
童
、
生
後
に

よ
る
火
災
手
間
的
ポ
ス
タ
ー
的
機
偶
丹

念
写
孔
月
白
隠
か
ら
刊
日
月
9
8

ま
で
、
潟
市
内
一
食
品
開
機
夜
、
大
町
制
山
崎

制
調
に
級
以
小
し
ま
す
。
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親子T子

お

、悼、
J 

‘事

輔鮮がも〆
可馳 .，.， 
ーブで七宝

親
子
で
七
申
議
議
。
一
市
教
育
委
賞
金
ぬ
金
銭
で
行
わ
れ
る
篤

2

包
毅
と
叩
ず
の
ふ
れ
あ
い
綴
織
で
段
、
七
議
般
に
銚
幽
轄
し
ま
す
。
子

ど
も
に
教
え
た
り
教
わ
っ
た
り
、
棚
桝
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す

と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

七
宝
焼
を
ど
古
甘
い
淵

rす
か
。
七
京
地
開
法
り
、
そ
れ
を
カ
?
ド
で
焼
き
付
け
、

は
、
制
問
な
ど
の
金
出
輔
の
下
柏
崎
に
絵
町
田
両
人
物
な
ど
の
さ
ま
が
*
飾
な
後
挫
揮
を
表
わ

の
よ
う
な
が
ラ
ス
質
的
も
ヲ
わ
ぐ
寸
り
を
し
た
総
統
γ
楽
町
一
つ
で
す
ぬ

下
線
、

3
'
a
e
・

・

惜

閉

口

輔、

3
'
5
・
紛
争
叫
樹
木
駅
・
布
役
滋

雨
明
議
議
と
子
帯
雨
系
知
事
お
よ
び
殺
M

骨

子

総

十
申
に
係
る
税
制
知
子
都
市
計
詰
問
滋
織
を
m

A

V

縦
続
減
新
緑
都
市
許
制
側
線
お
よ
び

糊

慨

し

ま

し

た

。

甲

路

線

名

3
・
4
・
泣
号
続
本
棚
帆
制
問
中
申
都
市
計
一
問
機

こ
の
総
M
W
附
凶
世
背
骨
、
総
浴
料
削
滅
法
(
間
崎
輔
、
的
o
・
s
・
日
誉
総
…
一
戸
新
悶
，
布
俊
樹
V

州
問
い
合
わ
せ
判
別
総
計
務
課

向
刊
誌
苧
法
符
務

1
0
0号
)
務
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第

1
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守

j
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1
r
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J
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…
わ
七
時
粍
ゴ
リ

J

地
誌
(
J
U
J
等の一一一療薬め¥人一九一一一

一

J
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ぺ
h
F恥絞っ
j
d
m
v
v
Jゲ

v
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v

J

吋
崎
一
三
二
一
一
パ
バ
V
J
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J
〓

て
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j
i
-
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c
r
r
j
i
l
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i
l
i
l
l
l
i
-
-

殺
孫
子
市
地
以
料
削
機
等
的
案
の
作
成

V
地
宮
一
酔
山
由
剛
也
管
滋
め
る
地
域
つ
〈
し

災
柑
綿
子
都
市
計
陶
土
地
区

亭
絞
に
附
附
す
る
条
例
〈
酬
明
和
判
的
山
年
条
例
脱
抑

g
T目
6
畢
甘
か
ら
ぬ
終
ま
で

箇
繋
潔
獲
幾

第
1
号
〉
然
記
粂
の
規
定
に
よ
り
、
殺

wv
縦
覧
岨
咽
品
開
都
市
叫
刑
務
線

V
議
韓
新
木
獄
綴
綴
太
地
区
爵
前
立
総
紹
子
部
事
叫
剖
機
械
院
総
滅
等
の
原
銭
安

V
縦
覧
綴
醐
問
日
開
月
日
U
E
(
木
)

事

裁

次

め

と

お

り

縦

覧

し

ま

す

。

関

〈

水

)

ま

で

V
縦
箆
輔
副
所
燃
料
相
中
巾
盤
備
議
お
よ
v

w

v
地
区
叫
則
磁
的
名
称
つ
く
し
齢
制
限
地

wv
問
い
合
わ
せ
都
市
計
側
線

衛

隊

溢

態

調

揖

議

絞

地

区

計

一

関

第745慾

災
特
綿
子
都
宮
市
計
一
闘
送
路

議内保育獄…覧表

の小艶賠を

踏め提しr/jへ

現金

し言葉す
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校
孫
子
市
削
減
約
下
土
地
区
一
臨
整
滋
事

業
が
制
組
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
的
界
、

前
町
名
‘
拍
地
畿
が
日
開
月
日
8
か
ら
次
め
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

明
マ
相
品
脚
尻
町
臨
場
事
故
お
よ
が
務
的
各
一

離
日月舘田fJ¥鶴諮閤
遊撃震基提的車騒醸{議措日Ucま

務
約
9
へ
ク
タ

i
ル
(
図
審
問
問
~

留
守
液
製
後
mw
名
称
鞘
絞
殺
酎
叫

vm同
い
脅
わ
せ
習
釘

抑
制
合
宮
(
的
J
3
3
3
5

時
半
機
殺
し
た
8
転
車
や
パ
イ
ク
は

合
計
で
6
6
8
命
。
こ
の
う
ち
引
事
散

ら
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
に
給
台
で
、
絞

り
は
す
べ
て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
枝
問
料
詩
畿
で
駐
車
場
内
と

そ
的
削
川
辺
に
表
制
朗
隊
放
綴
き
九
て
い
る

自
転
車
全
対
象
に
撤
去
を
料
引
い
ま
す
。

撤
去
毘
め
1
w期
締
約
ま
で
に
軌
背
後
札

{シ

i
ん
)
を
つ
け
ま
?
"
徽
去
忌
に
な

っ
て
も
務
佼
札
が
つ
い
た
ま
ま
的
自
転

車
や
バ
イ
ク
は
撤
公
し
ま
す
。

あ
な
た
の
使
用
し
て
い
る
自
転
車
や

バ
イ
夕
日
続
傍
札
が
つ
い
て
い
た
ら
は

ず
し
て
〈
ど
さ
い
。

な
お
、
徹
去
し
た
潟
位
転
車
や
パ
イ
ク

は、

6
か
同
月
間
附
は
ク
リ
i
ン
ピ
ン
タ
ー

で
保
管
し
ま
す
訟

wv
附
問
い
合
わ
せ
市
災
生
活
議

4
撤
去
総
間
関下

町
一
十
日

子
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台
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田
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脅

す

犯

仁

り

こ

聾
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カ
ヰ
γ

、

守

二

五

入

の

J

自

々

和

め

て

い

凶

悶

出

業

き

S
醒
同

t
抱

指

定

げ

で

の

派

移

同
2
v

唱」

も
a
'
a司
4

:

?

と

挙

λ
ど
や
削
閉
す
ん
気

管
g
向

師

一

時

除

を

J

を
組
組
な
盟
書
に
ま
お

話

必

噌

銭

中

郊

カ

り

議

察

ど

し

で

、
や
け
ど
と
い
え
ば
、
熱
滋
や
と
感
ヒ
‘
瞬
間
的
に
起
こ
る
の
で
州
制
限

F
蝿

匂

隣

窃

哨

咽

幅

H
n
n
同
略
取
後
帆
献
な
一
市
ザ
双

山口

fdu計
バ
刊
誌
持
町
内
山
以
い
い
郡
市
…
刊
誌
忠
悦
開
設

で
も
草
壁
虜
に
被
れ
て
い
る
と
、
け
ど
は
、
機
み
や
熱
君
主
主
い
う
毎
↓
t
h

震

で

授

に

入

、

い

の

タ

さ

場
晶
吋

h
h

岬出
J

占

祭

お

湾

総

に

つ

寸

前

ス

な

ぞ
の
李
会
震
で
き
ず
喜
久
ち
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
や
け
ど
を
す

h
歩

均

舗

名

警

疑

一

即

臨

終

に

在

ポ

み

霊
誌
な
り
や
け
ν年
均

等

号

室

が

る

め

で

、

崎

山

山

階

一

定

緩

め

震

に

ま

で

吻

雌

昭

島

醇

指

被

用

出

品

・

4

人

駐

内

あ
り
ま
す
の
こ
れ
を
必
滋
や
け
ど
e

及
び
、
治
療
に
も
議
が
か
か
り
襲

i
i
l
i
i
i
l

と

呼

ん

で

い

ま

す

。

に

な

る

場

合

も

あ

η
ま
す
。
な
ど
が
少
し
熱
〈
て
も
‘
自
制
分
で
動
い
よ
う
に
す
る
。
倒
見
に
使
う
と
き
は
同
刷
出
凧
を
-
E
様
漁
て

骨
肉
滋
に
よ
る
や
け
ど
は
‘
ぷ
酷
い
い
私
達
は
、
知
也
容
で
議
動
し
て
い
る
と
て
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
危
険
②
電
ん
抗
議
布
、
耕
地
気
敷
毛
事
的
ぷ
問
L

な
い
な
ど
問
削
閉
め
人
や
家
後
が
た
え

、

ノ

き

と

峰

山

眠

中

で

は

、

熱

に

対

す

る

感

覚

で

す

。

同

制

強

り

は

子

熱

的

み

に

し

、

総

出

棺

時

ず

仲

間

意

を

す

る

。
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1
y

善
説
が
変
わ
り
牢
ず
幼
絞
っ
て
い
る
消
費
生
湾
総
談
員
よ
り
は
体
滋
よ
り
砕
し
抵
い
混
警
護
豆
、
主
主
を
し
た
雲
は
、
主

k

h
俸

と

襲

貫

主

過

ぎ

る

務

員

三

菱

メ
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に

は

、

ど

ん

な

条

件

工

場

ら

長

だ

け

で

は

で

た

事

が

な

い

綴

ぬ
ベ
'
パ
い
〉
ず
に
い
る
の
で
、
知
舎
で
い
る
と
律
上
下
で
使
用
し
て
も
は
努
に
や
け
ど
を
し
③
電
気
カ
l
ペ
ァ
ト
は
怒
議
に
僚
で
も
、
予
約
一
件
に
深
く
皮
織
内
部
、
皇

、
〉
↓
/
り
も
遣
や
け
ど
が
お
こ
り
や
す
い
条
な
い
議
室
の
警
が
ま
れ
ま
す
わ
な
い
。
長
時
襲
撃
尚
帽
を
接
触
し
て
い
る
事
が
あ
っ
牢
す
の
で
、
す
ぐ

行
制

i
L
f
;。

議
し
た
と
き
や
が
、
棄
で
は
議
や
け
ど
を
防
主
さ
せ
な
い

g

に
需
要
議
皇
け
ま
し
ょ
う
。

Z撃

に

2
2
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我

孫

子

ガ

ス

か

ら

の

お

願

い

吋
V
A前
1
d
F

極
度

ι後
脅
し
た
・
と
き
は
、
身
動
三
位
は
、
あ
く
ま
で
利
用
主
義
い
い
綴
③
議
ヒ

iタ
?
や
チ
や
ゑ
的
不
岳
次
一
樹
は
、
大
援
体
主
役
「
住
い
の
け
れ
ば
殺
掛
か
ら
は
っ
き
り
針
司
令
。

i
l
j
i
-
-
i
i
l
i
-
-

h
p
村
議
輔
、
と
つ
せ
ず
寝
込
ん
で
主
い
ま
す
か
ら

3
1
1法
は

な

い

の

で

次

言

由

主

主

り

妻

、

ま

た

議

長

に

つ

い

て

お

脅

し

を

函

是

主

主

2
3
実
討
し
よ
う
安
全
チ
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ク

Q
く
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訪
問

γれ
十

に

比

三

重

町
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U
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ル
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事

襲

撃
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覇

べ

れ

い

け
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計
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A
lガ言
合
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た
も
の
を

し
ハ
¥
何
日
同
日
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時
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切

昨

日
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日

v
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ま

い
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に

ご

用

心

ン
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~

河
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ゴ

片
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J
7ィ
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押
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U
Tれ
打

引

い

れ

い

い

刊

誌

U
Uれ
れ
わ
一
川
町
山
げ
メ

i

覇
醸
明
ま
す
。
ま
た
部
九
ゃ
ん
は
、
隠
滋
務
災
以
上
醐
惜
し
て
.
直
接
足
が
触
れ
な
い
叫
同
捜
索
的
心
酬
明
を
巧
み
に
つ
い
た
惑
築
城
し
て
い
ま
す
。
被
擦
を
受
付
た
ら
率
的

ι拙
制
緩
を
ぬ
郊
切
込
ん
だ
排
出
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

D

が
不
足
す
る
と
不
燃
給
食
齢
淡
を
起
こ
す
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i
l
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-
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i
i
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;
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
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i
i
l
i
i
i
i
i
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i
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J
災
総
法
は
依
然
と
し
て
緩
や
必
た
ず
、
捕
聞
き
ん
も
奈
川

2
に
、
心
焼
け
後
綴
不
幸
に
し
て
後
議
に
あ
っ
た
り
。
ト
そ
こ
で
、
制
裁
な
ず
ス
を
涼
し
く
資
金
も
と
。
小
紋
滋
棉
録
に
も
機
wm泌
を
回

…
ト
ラ
プ
ん
や
議
惑
が
多
発
し
て
い
ま
す
α

忽
抑
止
に
務
め
ま
し
ょ
う
e

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
た
時
辻
、
に
綴
っ
て
い
た
ど
く
た
め
め
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パ
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し
し
て
後
浮
い
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を
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長
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義
控
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時
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時
に
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も
ち
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。
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に

室

長

ち
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手
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て

く
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五
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襲
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議

総
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に
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2
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に
警
し
ら
語
審
動
へ
雲
主
必
泳
げ
る
霊
を
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、
絵
で
交
え
て
き
た
ヨ
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一
智
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蹴
間
一
時

M
m
M
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一
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一
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蜘

抗

議
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で
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書

き

込

み

時

的

赤
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護

し

て

〈

だ

さ

い
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年

笠

か

な
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会

堂

塁

打

に
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一

筋

に

抗

議

事

ん

で
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管

し

た

と

い

う

総
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選

手

ま

じ

二

J
A
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時

間

諜

一
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し

即

時

一

環

一

都

市

戸

説

明

一

一

尚

一

誠

一

盤

ま

で

し

っ

か

り

き

泳

三

官
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ご
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ま

せ

我

孫

子

支

ん
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て
、
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一
室
の
ま
と
め
主
主
後
、
器
産
一
絞
殺
さ
れ
た
殺
主
本
気
な
襲
な
ん
そ
明

1
1
1一
判
部
諒
一
憲
一
常
識
髄
一
四
五
…
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一
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問
一
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一
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笈
か
ら
秋
に
か
け
て
、
絞
紫
色
の
花

地
慨
を
付
汁
た
イ
ヌ
タ
デ
が
草
む
ら
岳
山
静

る
a

イ
ヌ
タ
デ
円
花
は
仲
出
品
付
金
持
た
な

い
が
、
花
弁
の
よ
う
な
践
の
が
ク
が
あ

る
司
宰
ク
は
花
弁
と
異
な
り
、
犯
が
特

叩
て
も
す
ぐ
に
散
る
ニ
と
が
な
い
の
で

実
的
苧
簡
に
な
ゥ
て
も
花
が
峨
い
て
い

る
よ
う
な
山
昭
和
党
を
与
え
る
伶イ~@デ

{たで科〉

首十は、
ヂ
と
遠
い
、
制
判
好
的
つ
ま
な
と
に
利

用
で
各
ず
、
役
立
た
な
い
ニ
止
か
ら
、

ぷ
九
レ
の
名
を
資
っ
て
い
る
a

また、

イ
ヌ
タ
ヂ
は
紙
色
町
花
を
子
供
議
が

ま
ま
ご
と
で
高
級
以
隊
立
て
て
遊
ぶ

こ
と
か
ら
、
制
相
名
を
ア
カ
ノ
マ
ン
?
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~I襲警警受t廿 121'ヨマωから飽和例

年1尽18B

き干しくは成田折、すきF奪還議害警門学

~ißi薬草護事告 書耗年、小学後入秒以

j二0)少年

参与E部書事主主主査‘問い合わせ 絡議論

l試をE苦震1¥万キiこ注目丹、 E主主主、 壬手

玲ヨ、 霊童言語義番号、 学校拐、 空宇まま、

保綴号雪拐殺明言とし、竹隠30Eヨまで

に本町小3~7 itそーイスカウト主主孫

子市総絡童話滋会渡辺~5理へ

五tJ

1S総.11. 16 (4) 

時 鞠 ん で も 鰍j
b白書寺 11月26B(二七)午後11'寺tt

ら4G毒【相談葉華料〉

~会話語 豊富襲警中併よ域安盟準{係室主

砂降車い会わ営 不言葉中突芸義室君事務

総盟0472(25)4567

質量堅吾E
電器密の進学0-ン@

事長議事、議後、文学、 軍蓉~'i宅手続害警

に議室学されるおぞ子僚の入学金主i:e

炉臼草寺 主題月第2‘第4B襲撃午後 !と必要菱総量毒殺を昌幸幸運し主主更す。

?華寺から2H寺30分〈重量鍵尽2邸OfLl)

砂場所 。央公民意豊

除書籍脅革 r:þ~詰言語学生

惨嚇し込み・罪事~\食事コt主 重量お¥e

章者重量平措く82)2248へ

惨包喜善 竹F普段日Ci()キ露1i10熔か

ら午後G草寺30分〈受務審華料〉

~食器量 7'玉吉宮北i1!器量センター

~定資 24主主〈究室童話需〉

b申し込み・問い合わ曾 警護主主で

F結後主主完号線へ

工ツロツ、ミ=J埼布署長ご持

融瞳瞳
性議護実襲護憲民議望者i

険機重軽額 守人1∞万fLl以内

修費良鍛翼詩聖護 84fT'4F3まで

空襲年末燈室長1])ご議案内@

主主主ざい族、王手米議議の欄総そ絞

っていさまで九年末機戦iこ{燃えての

隊長暴投入やitl-:;r.ス受総の車道翁と

して、震の員殺後ご3嘉納ください0

~I書演豊富 350む万例以内〈符笠

害者築設の主墨絵は4おお'J5fLl以内〉
詳しくは悶院議題主公童書検出議所

官 (63)1542へ

争@@争奪⑨
需'9ンスクラブあuこ磁波会くit

雲賢3買手話交〉僚主主をうき藷殉議室毒殺主撃さ主

主宰言受みどり童書!こe転緩め言害賠詰ガil1i

sつ殺した。

帯主耳葬警発主導欝〈撚)緩(主主総)ttら議

廷の疋ゐ!こと 17ヨ2187f号の襲撃{すが

9Eヨ、 13B、16B、20臼、 23 分仁参加重警20舎内〉 続暗号476(22)23竹内線381へ ご0)潔童まは慢ささんが、 i医者さにつ ありましだ。

8午前T筏員普からiFFCさ?::8(C議〉 診険金機 いて臼t費どのようにお考えになっ

ー骨量主製畢 fll筏i体湾総 ているが、主主た、後宅のf主主喜!とつ

砂定策 30主主〈著書紛痩1C籾F弓〉 ル主主持 行待19B(二主〉午約9隠お いてどのよう主主税雇E竜王道事籍せきに主主

~申し込み・問い合わせ ハ汀キ 1ごく主ざさるカを事霧車草してい訟でわ 分から午後49寄〈毒華料〉

32f:詰主主主主Zii防護えを穀諜いI:詩人F:2fzzr
B郎事変湾主義鈴重"j;事湾総へ。5お襲事者番手 1>8事事 竹F苦26Eヨ(土〉午後1H寺30 砂軍基務重量繕 ?宮内務住で祭E号機を

要援の場合は聖母選。 会主主ら斗藤幸く著書JJ[J愛209f寺) お待ちの万

r:-"7"一一一一一一一一吋「 易会議 員号市長号センター大会華麗望書 ~申し込み・問い合わ世 塗言語¥e
惨害霧車高 r:t終処理摂子氏〈ヨヰ宇士会 祭主思議簿主主総導的筏晋(&1)8411ヘ

挙資鰐波¥e育つ去三氏{協議島義は 事業最大学導型爆〉

dらiぷ新しい額約在庫譲り込んで1>詩書い苦言わ校 iま1")苦主人をかがえ

I>e当時 12月4臼(8)午後?喜幸tt る家族0)会翠童書官〈告2)2719 俳句草寺 竹1'328臼(湾〉午前11務

s斗憶をまで〈入場熊本j) I .I!II由閥単訟をぎ岩崎品内出も1>余話器 叉主的<ti!i長議官シター

惨募集入量~ 24名〈先主室長議〕

外E闘湾王手d二受講1を深めてみませ 1>穆加資 ち∞向〈ごEブ仁〕ン持率書〉

んか。だれでも参加¥eきさが90 1>申し込み・罪悪い会わt主 意義務で

[詩型整型墾j
傍 8~事 12対4B(玉三〉午約109苓主主 訟経j宮 (84)鈴70(10務~189者〉へ

ら午後2a事〈毒事務無事道

砂金著書 線!IJJ吉山事審年の毅

事争発ま置の童話 11Fヨ27B 1>問い合オコt主 j奇襲撃年の望室長誘導'1E

惨喜善罪事 いずれも午詰u10善寺かをう採 集岱(59)2日}5

を藍ヰ在者 i注品智治~，i~，>-'伝送時樹立三 l 砂会鑓 3B中央公飯豊富、 6B務

b会書富 市佐罪需i説教t方ンター 段門51'主校ンター

沙書遣い合わせ 市絞殺奴{えまちづ I>S絡竹湾2oEヨ〈二じと子高u8喜幸ガ 惨爽潟 35仰向〈材料、テキスト

くりを葺主義会柑(89)3740 られ硲〈筆書瓦燃料・溺7'r:tJ主〉 代〉

fllf'l2日の合理雲言語と8UJ'字会密部

ガすばらしいjトモニ←唆披露喜怒

1>会韓連 濁，t台中央公務慰霊髄若草綴

少罪悪い合君主せ 公害署長話詰自殺

...白隠 111'寺23B(奴〕午後H寺力 炉問昔寄付月22B(火〉午詰m(盟寺30

ら4H導役分さまで〈入語華料2∞ 分から工正午〈入場線料〉

修会哲喜子む民主主総本一Jレ 惨会話題持出口il¥-)し
砂鈎い苦言わせ 片量密宮(87)す377、 炉淡霊童 f生ぎる s

高言尽措(84)519..書籍8器 産重要費ていff

I>S善寺 竹F弓2告の〈日〉正午

1>問い合わせ くヰ主〉才羽詰主人銭湯人

llI3妥議官(63)33事3

b詰議員奇 的在宅金量宮第2-3会議事管
炉、演題ヌストラソ戸ゅ舎おと

米来 〈芸高言語〉

修会望書 証盟友震当中決公務内婦人:絶 1>務総 レン白 1 キンズ氏、

鐙センタ

惨事害総重量 努21籾丹、主>:1∞01:号

務し<1;<00襲車置くま埠)(j26告へ 会'3'E日I11控 (82lOM5

っているかなどを湾うもので、臨遣

や主主方公共在意慾の住宅機淡をfすう

うえて?重吾妻警な資制となるものです。

議議室主君主ヨ雪量重いする悦得!と!革、 竹

符24B;ヴらヨ7Bま可さの匂!と毒事

資畏i:f司王者翠いし霊祭宅ずのでよろしく

ご話器1]者お願いしぎ売す。

脅か飼い合わt空 隊i'J役場潔官0472

(23)3226 

ずつつじ装除去費
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